
赤い羽根共同募金10月１日～
　12月31日

しばたで集められた“こころ”はしばたに広がります

サロン（地域の集いの場）

実施
期間

地域支え合い助成

ふれ愛WorkDayCamp

ふくし出前講座（防災キャンプ）

ワークデ イキャン プ

令和４年度に助成を受けた団体名は社会福祉協議会
ホームページに掲載されています。

助成金交付式を行いました 皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金は、新発
田市や新潟県内の福祉活動の推進に役立てられています。

令和４年７月５日、新発田市ボランティアセンターにおいて、赤い
羽根共同募金の助成金交付式が行われ、市内の25団体に新発田
市共同募金委員会二階堂会長より助成金目録を贈呈しました。

ふだ
んの く

らしを しあわせにふ
く し

編集・発行 社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会
しばた社協だよりは、ボランティアグループ音声訳「むぎの会」により音声訳されています。
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新発田集計報告

イオン新発田店にて８月28日、新発田市社
会福祉協議会にて８月22日～26日に募金活
動を実施しました。

143,544円募金総額

24時間テレビ45
「愛は地球を救う」

「会いたい！」

手話奉仕員養成講座（基礎課程）

令和4年10月19日㈬から12月11日㈰までの16日間。
※詳細な日時についてはホームページに掲載しますので、ご確認ください。

無料（テキストがない方は、テキスト代として3,300円）

講義・実技それぞれに８割以上の出席

令和４年10月14日㈮まで
新発田社会福祉協議会 TEL 23ｰ1000

　聴覚障がい者の生活や福祉制度の理解を深め、日常生活で必
要な手話を学びます。
日 程

受 講 料
修了証書
授与の条件
申込締切
申込み先

：

：

：

：
：

令和４年度目標額　14,259,000円

ピンバッジ
募金500円以上

ボールペン
募金500円以上

「piapro×赤い羽根共同募金」 共同募金オリジナルグッズ

クリアファイル（全５種）
募金各300円以上

布製エコバック（縦35㎝ 横35㎝ マチ10㎝）
募金400円以上

キャンパス地トートバック（縦29㎝ 横35㎝ マチ13㎝）
募金800円以上

©BDP ©CraftEgg ©BUSHI

「バンドリ！ガールズバンドパーティ！」

クリアファイル
募金300円以上

ご協力ありがとうございました

みなさんのご協力をお願いします

赤い羽根共同募金が始まります！
10月1日より
全国一斉スタート

　市では、このたび発生した「令和４年８月県北豪雨災害」で被災された方々を支援
するため、義援金を受け付けています。皆様のご協力をお願いします。

ご協力ください「令和４年８月県北豪雨災害義援金」ご協力ください「令和４年８月県北豪雨災害義援金」

〇募金箱設置期間：令和４年10月31日（月）まで
〇募金箱設置場所：ヨリネスしばた、イクネスしばた、豊浦支所、紫雲寺支所、加治川支所、新発田市ボランティアセンター
〇そ　　の　　他：税制上の優遇措置を受けるためには「預り証」が必要です。
　　　　　　　　 「預り証」が必要な方は、会計課（ヨリネスしばた３階）に直接義援金をお持ちください。
【口座振込を希望される場合】村上市及び胎内市、関川村の災害義援金口座、または新潟県、日本赤十字社県支部、県共同募金会の
　　　　　　　　　　　　　  各災害義援金口座で受け付けています。各団体のホームページ等でご確認ください。

■問合せ先
新発田市会計課会計係（TEL：28ｰ9330）
■問合せ先
新発田市会計課会計係（TEL：28ｰ9330）

それぞれコラボグッズの
数には限りがあります。
ご希望のグッズが品切れ
となる場合もございます
ので、ご了承ください。

10月１日より新発田市ボランティアセンター窓口で、一定額以上募金してい
ただいた方で希望される方に、共同募金コラボグッズを差し上げます。

コラボグッズの
ご案内

コラボグッズの
ご案内

（初音ミク）

２新発田市社協だより№ 405



新潟市西蒲区
社会福祉協議会
主査　三浦　木綿子　さん

話し手：関係者支援者

災害ボランティアセンター模擬訓練災害ボランティアセンター模擬訓練
～災害ボランティア講座（初・中級編）～

災害にも強い地域づくりを一緒に考えてみませんか？
　災害から身を守り、被害を最小限にくい止めるには「日頃からの顔の見える関係づくり」が大切です。
　災害が発生した際の活動拠点として、被災地や被災者とボランティアをつなぐ災害ボランティアセン
ターの基礎的な役割であるニーズのとりまとめや効果的な運用及び活動内容を理解しながら、模擬訓
練を通じて実践的な動き方について学びます。

ＮＰＯ法人にいがた災害
ボランティアネットワーク

り         じんてつ

理事長　李　仁鉄 さん
【講師】

【プロフィール】
　糸魚川市の大火や熊本地震、東日本大震災などの被災地
に発生直後より入り、災害ボランティアセンター設置運営の
支援を行っています。
　平時はその経験を活かし、全国各地で災害に関する講演・
研修、各種マニュアルの作成や事業計画立案の助言などを
行っています。

■ 参加費：500円
　　　　　 （非常食体験代）

■ 定　員：30名（先着順）

開
催
内
容 午前10時～午後３時

月 日 11 ３ （木・祝）

ひきこもる心を理解する！
～本人や家族、関わるすべてのために～

令和４年度 若者支援セミナー
ひきこもり当事者や経験者、ひきこもりの子を持つ親が伝えます

本人と親との認識の「ズレ」、社会との認識の「ズレ」など様々なことが原因で生きづらさを抱えながら生活
しているひきこもり本人やその親、そこを支える支援者の話を聞いて「ひきこもる心」を理解してみませんか？

【日時】令和４年10月23日（日）
　　　  午後１時30分～午後３時30分
【場所】新発田市生涯学習センター講堂

【主催】新発田市社会福祉協議会
【申込み・問合せ先】新発田市社会福祉協議会
　　　　　　　ＴＥＬ：２３－１０００

12：30　受付開始
13：30　開会
13：35　挨拶
13：40　トークセッション
15：30　閉会

申込み先：新発田市社会福祉協議会    TEL ２３ー１０００

参加無料
　申込必要

定員100名
（先着順）

ひきこもりについて
関心のある方は
どなたでも参加可！

オンライン参加（Zoom環境）をご希望の場合は
二次元コードを読み込んでいただき、Goog l e
フォームより申込みください

スケジュール

トークセッション登壇者

NPO法人
KHJにいがた「秋桜の会」
副理事　井浦　一彦　さん

話し手：ひきこもりの子を持つ親

NPO新潟ねっと
代表理事　村山　賢　さん

話し手：関係者支援者

下越地域
若者サポートステーション
総括コーディネーター　斎藤　洋　さん

話し手：関係者支援者

marugo-to home
（まるごーとほーむ）
参加者　匿名　さん

話し手：ひきこもり当事者

新潟大学
歯学部口腔生命福祉学科
准教授　中村 健　さん

聞き手

イツモノトコ
利用経験者　匿名　さん

話し手：ひきこもり経験者

ジョブトレ
利用経験者　匿名　さん

話し手：ひきこもり経験者

■ 場　　所：新発田市
　　  　　　ボランティアセンター
■ 締め切り：10月28日（金）
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問い合わせ先 社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会
〒957ｰ0054　新発田市本町４ｰ16ｰ83（ボランティアセンター内）
TEL：23ｰ1000　FAX：26ｰ3300（土・日・祝日を除く）

ホームページ　http://www.shibata-shakyo.or.jp
社協だより（PC版）がご覧になれます

専用駐車場Ｐ

新発田市
ボランティア
センター

カルチャー
センター

新発田駅

県立新発田病院

コーナー：車イス体験コーナー／ブースコーナー／作業所等販売コーナー／動物ふれ
あいコーナー／ぬり絵コーナー／消防車両展示／ふくシールラリー／トレジャーハン
ター／ミニ列車乗車コーナー／ブラインドサッカー体験／ふれあいサッカーパーク／
キッチンカーコーナー／日赤救急法体験コーナー/おもちゃ病院コーナー　他

主催：新発田市／新発田市社会福祉協議会／新発田市ボランティア連絡協議会
主管：ボランティアフェスティバル実行委員会

令和４年10月8日（土）
午前10時～午後１時

令和
４年

楽しく、ふくしに触れるイベント満載♪

久しぶりの
　　開催決定！

新発田市新発田市

消防車がやってくる！ 車イス体験 ミニ列車に乗れる！

場所：新発田市カルチャーセンター
※詳しい内容は、10月回覧（チラシ）をご確認下さい

ボランティア
フェスティバル
ボランティア
フェスティバル

市内障がい作業所
物販コーナー

紙飛行機
コーナー

～想いを未来へ～

サッカーパーク

キックターゲット

ミサンガ作り

ブラインド
サッカー
体験

平成30年度開催から…

サッカー教室

キッチンカーも集まる！

Supported by 市消防団、県介護福祉会、新潟職業能力開発短期
大学校、県ブラインドサッカー協会、JAPANサッカーカレッジ、が
んばるワン新発田、新潟県赤十字安全奉仕団新発田市分団、おも
ちゃ病院しばた


